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補体成分にはC1q、C3d等があり、中でも本試薬が検出
するC3dは、補体代謝経路の下流で産生されます。
最終的に、産生された補体因子は細胞膜傷害性複合体：
MACを形成し、細胞膜を破壊します。

●補体経路の下流で作られる臨床結果と相関の高いC3dを
検出することで移植後の拒絶反応リスクを評価可能です。
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【操作概要】

所要時間

検体血清の遠心処理 2分

C3d用ビーズミックスの調製 2分

ビーズとの反応（25℃） 30分

ヒト補体血清添加（25℃） 30分

洗浄（4回） 15分 洗浄液

標識抗体との反応（25℃） 30分 標識抗体

洗浄（1回） 2分 洗浄液

※ 検体血清によっては、非特異的な反応を示す場合がありますので、5mM DTTにて

　 検体血清のIgMを取り除いた後、検査をやり直して下さい。
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本品は必ず

「WAKFlow® HLA抗体 クラスⅠ抗体/クラスⅡ抗体 特異性同定試薬」

と併用して下さい。

補体因子C1qが免疫複合体に

結合した場合、補体経路が活性化され、

C3dが産生されます。

産生されたC3dと

PE標識抗C3d抗体を

反応させます。


